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宍道断層25km区間に「活断層の可能性のある構造（P1）」を加えた評価長さ：約39km

[東端]
美保関町東方
沖合い

下宇部尾東

（宍道断層：約25km区間）

・中国地域の長期評価（H28年7月）の公表以降，当社は慎重な評価を行うとの観点から，宍道断層より東側の森山から地蔵崎において追加調査
を徹底して実施した。その結果，この地域に分布する断層は縦ずれセンス主体で宍道断層の横ずれセンスとは異なることから，宍道断層との
繋がりはないと考えている。また，その性状から後期更新世以降の活動はないものと考えているが，上載地層が存在しないため最新活動時期
の確定にまでは至っていない。なお，美保湾においては，音波探査の結果，後期更新世以降の断層活動はないものと考えている。

・一方，中国地域の長期評価（H28年7月）においては，島根半島東部を｢活断層である確実な証拠はない｣としつつ，「活断層の可能性のある構
造（P1）」と記載していることを踏まえ，より慎重な評価を行うとの観点から，震源断層長さとして，宍道断層25km区間に「活断層の可能性
のある構造（P1）」を保守的に加え，美保関町東方沖合いの音波探査測線（No.3.5）※までの39kmとする。

※ 美保関町東方沖合いでは，より緻密な測線間隔で複数の音源による音波探査を実施し，面的に浅部から深部までの地質構造を把握している。

：後期更新世以降の断層活動が認められない

：後期更新世以降の断層活動が認められる

：後期更新世以降の断層活動が完全には否定できない

凡 例 （調査地点）

：「中国地域の活断層の長期評価」 （H28.７）における活断層の可能性のある構造（P1）

上載地層（後期更新世の地層）が存在しないため，
上載地層による評価ができない断層が分布する範囲
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宍道断層の評価について
平成２９年７月１３日
審査状況説明会資料



宍道断層に係る主な審査対応状況

Ｈ２８年１月  宍道断層の評価結果を審査会合にて説明

Ｈ２８年１１月  地震動評価を審査会合にて説明

Ｈ２９年２月  宍道断層東部の評価結果を審査会合にて説明

Ｈ２９年６月  これまでの審査会合でのコメントを踏まえた宍道断層の評価結果を審査会合にて
説明

島根半島東部におけるデータ拡充

宍道断層東端のデータを更に拡充するようコメント

今後の審査会合において，宍道断層の評価長さの見直しについて説明，審査いただく予定

宍道断層西端の評価について「十分な回答が得られた」とのコメント

宍道断層東端の評価について，「根拠を再度説明すること」とのコメント

Ｈ２８年７月  地震調査研究推進本部が「中国地域の活断層の長期評価」において，宍道断層東
方延長部に「活断層の可能性のある構造」との記載

宍道断層東端の評価について，「島根半島東部のデータを拡充すること」とのコメント

別紙１



森山

日向浦

福浦

0 2km

中田ほか(2008)による鹿島断層

原子力安全委員会のワーキンググループ3第17回参考資料
第2号（2009）に記載された推定活断層の位置

変位地形・リニアメント（Ｃランク）

変位地形・リニアメント（Ｄランク）

既往調査地点 データ拡充地点

評価長さ：約25km

美保関町
東方沖合い

下宇部尾東

美保湾

拡大図

宇井

地質調査結果（宍道断層の東側）

中海北岸付近
・音波探査等の結果，重力コンターの急傾斜部は，F-C断層
及びF-B断層に伴う基盤の落差を反映したものと考えら
れる。また，これらの断層は，下部～中部中新統に変位
が認められるが，中部更新統以上に変位や変形は認め
られない。

下宇部尾東
・ボーリング調査の結果，変位地形・リニアメント及び中田ほか(2008)に
よる鹿島断層に対応する断層は認められない。
・幅広のはぎ取り調査の結果，断層は認められない。また，ボーリング
調査の結果，貫入岩及び貫入境界付近に，貫入後の断層活動は認め
られない。

森山北

下宇部尾北

：申請時の調査結果

：申請以降の追加調査等結果

【申請以降の追加調査等を含む全ての調査結果】
・H29.2の審査会合における指摘等を踏まえ，下宇部尾から森山付近における文献断層及び変位地形・リニアメントの通過位置を含む幅広な地表地質踏査並びに詳細な地質調査により，後
期更新世以降の断層活動が認められない地点を確認するとともに，更に東側の地点においても後期更新世以降の断層活動の有無を確認した。
・その結果，いずれの調査地点においても，その性状から後期更新世以降の活動はないものと考えているが，上載地層が存在しないため最新活動時期の確定にまでは至っていない。なお，
美保湾及び美保関町東方沖合いにおいては，音波探査の結果，後期更新世以降の断層活動はないものと考えている。

森山北，宇井～福浦の の箇所
・ピット調査等の結果，断層は認められない，また
は後期更新世以降の断層活動はない。

別紙２

美保湾及び美保関町東方沖合い（海域活断層に関する追加調査結果より）
・海陸境界を含む音波探査の結果，後期更新世以降の断層活動を示唆する変位や変形は認めら
れない。

森山～地蔵崎の の箇所
・露頭調査等の結果，後期更新世以降の断層活
動はない。

森山
１．CMP490付近に想定される伏在断層
ボーリング調査地点～トレンチ調査地点～断層露頭に連続すると考えられる一連の断層について，後期更新世以降の断層活動は認められない。
（１）断層露頭調査結果
・断層には，明瞭なせん断面は認められず，断層を覆うDMP降灰以前と考えられる崖錐堆積物３層に変位・変形は認められない。
・薄片観察等の結果，角礫部が認められるが，複合面構造はなく，南講武の活断層に見られる特徴は認められない。
（2）ボーリング調査及びトレンチ調査結果
・ボーリング調査で認められた２条の断層（A断層，B断層）のうち，A断層はMIS5eより古いシルト質礫層，B断層はMIS5e以前の礫混りシルト層
に変位・変形を与えていないことから，後期更新世以降の断層活動は認められない。

２．はぎ取り調査で認められた断層
はぎ取り調査で認められた断層について，後期更新世以降の断層活動は認められない。
（１）はぎ取り調査等結果
・推定活断層通過位置付近の断層露頭①には，細粒部が認められるが，複合面構造はなく，南講武の活断層に見られる特徴は認められない。
（２）ボーリング調査結果
・断層露頭①の走向・傾斜延長付近に明瞭なせん断面は認められず，断層の連続性は乏しい。
（３）反射法地震探査結果
・基盤岩上面，完新統及び南側に分布する上部更新統には断層活動を示唆する変位や変形は認められない。

「中国地域の活断層の長期評価」（H28年7月）
における活断層の可能性のある構造（P1）



宍道（鹿島）断層 活断層の特性（ ① ）

宍道（鹿島）断層 活断層の可能性のある構造（ Ｐ １ ）

・「中国地域の活断層の長期評価」（H28年7月）において，当社が評価する宍道断層の東方延長に，活断層の可能性のある構造
（P1）が記載されているが，これは活断層としての確実な証拠がないことから評価対象外となった構造とされている。また，宍
道断層東方延長の海陸境界付近には，地質構造が連続する可能性があるものの，活断層としての活動性については詳細なデータ
が不足し判断できていないとされている。
・その後，「全国地震動予測地図2017年版」（H29年4月）において，宍道（鹿島）断層の断層長さについては，21km（Ｍ7.0）に設定さ
れている。

せっとうこく

「中国地域の活断層の長期評価」（H28年7月）の概要
参考１



下宇部尾東

福浦

宇井
森山北

森山
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地蔵崎

（宍道断層：約25km区間）
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鳥取沖西部断層

Ｐ１

鉛直１次微分のゼロコンター

鹿野・吉田(1985)及び鹿野・中野
(1985)による伏在断層
（宍道断層の海域のみ記載）

重力異常・地質構造から推定された構造不連続（P1）
（中国地域の長期評価（H28年7月））

中国電力㈱音波探査測線（エアガン・マルチチャンネル）
M5

500

（2014年調査）

（2014年調査）

（2014年調査）

原子力安全・保安院音波探査測線
（ブーマー及びウォーターガン・マルチチャンネル）（2008年調査）

JNS-IBM,MS

500

美保関町

東方沖合い

美保湾

③S29断層及びS32撓曲は，後期更新世
以降の断層活動が認められるものの，西
側延長部のD2層（中新統）の高まり及び
南側のS30断層により規制され，これらを
横断する断層活動は確認されない。

【検討結果】
①複数の音源・測線による音波探査の結果，少な
くとも陸海境界を横断するように堤防間を通り港内
まで調査した測線（美保関港）から鳥取沖西部断
層の西端測線の区間において後期更新世以降の
断層活動は認められないことを再確認した。
②P1として推定される断層は，後期更新世以降の
活動が認められる鳥取沖西部断層（S29断層等）と
運動センスが異なる。
③S29断層及びS32撓曲は，後期更新世以降の断
層活動が認められるものの，西側延長部のD2層
（中新統）の高まり及び南側のS30断層により規制
され，これらを横断する断層活動は確認されない。
④美保関東方沖合いにおいて，明瞭な重力異常
は認められない。

①複数の音源・測線による音波
探査の結果，後期更新世以降
の断層活動は認められない。

宍道断層25km区間に「活断層の可能性のある構造
（P1）」を加えた評価長さ：約39km

④美保関東方沖合いにおいて，
明瞭な重力異常は認められない。

美保関町東方沖合いの地質構造に関する検討（まとめ）

②P1は，「低角度・逆断層センス」の伏在断層
が推定される（S28断層の延長部が，伏在して
いるものと推定される）。また，S28断層は，後
期更新世以降の断層活動は認められないこと
等から，低角度の逆断層が現在の東西圧縮応
力場で活動する可能性は極めて低いと考えら
れる。なお，後期更新世以降の断層活動が認
められる鳥取沖西部断層（S29断層等）は，「高
角度・横ずれセンス」の断層であり，P1として推
定される断層と運動センスが異なる。

③S29断層及びS32撓曲は，両断層
間において，横ずれ断層として特徴
的な地層の盛り上がりが認められる。

H27.7.5ﾋｱﾘﾝｸﾞ資料 参考２



宍道断層西端の評価

古浦沖以西（古浦西方から男島に至る海岸線）
・地表地質踏査の結果，古浦西方から男島に至る海岸線には，礫岩，砂岩及
び泥岩の露頭が分布しており，断層は認められない（一部，追加調査により
データ補強） 。

古浦西方

古浦沖
・音波探査の結果，ⅢK層（更新統）の内部反射面及びＤ２層（下部～中
部中新統）上面に断層活動を示唆する反射面は確認されず，また，ⅠK
層及びⅡK層(いずれも完新統)はほぼ水平に分布しており，これらの地
層に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。

男島

評価長さ：約25km

女島

古浦沖

廻谷

女島付近（女島，女島西方）
１．地表地質踏査結果
・急傾斜を示す古浦層と緩傾斜を示す成相寺層との間の文献断層※１（文献断層①）通過位置付近に，南傾斜の逆断層が推定
される。
・文献断層②※１の通過位置付近に断層は認められない。
２．ボーリング調査結果（文献断層①の存否に係る検討）
・古浦層内の地層は連続して分布していること及び古浦層と成相寺層が整合関係であることから，地層に顕著な不連続は想定
されない。
・成相寺層の泥岩に貫入岩が分布しており，貫入岩と貫入境界付近に，貫入後の断層活動は認められない。
・文献断層①の通過位置付近において，細粒部を伴う破砕部①，②，③が認められるが，連続性，活動性，性状等の検討結果
から，将来活動する可能性のある断層等は認められない。

中田ほか(2008)による鹿島断層

同上の推定活断層

鹿野・中野(1986)による宍道断層

同上の伏在断層

調査地点

変位地形・リニアメント（Ａランク）

変位地形・リニアメント（Ｂランク）

変位地形・リニアメント（Ｃランク）

変位地形・リニアメント（Ｄランク）

男島付近（陸域）
・変動地形学的調査の結果，宍道断層の主要部が尾根・谷の右屈曲を示すのに対して，
左屈曲，鞍部等から成る変位地形・リニアメントが認められるが，鞍部を含むピット調査の
結果，断層は認められない。
・地表地質踏査の結果，変位地形・リニアメント及び文献断層通過位置において，断層を
示唆する構造は認められない。また，文献断層※２の西端付近の海岸線にも，断層は認め
られない（一部，追加調査によりデータ補強）。

古浦西方
の西側

：申請時の調査結果

：申請以降の追加調査結果

古浦沖～大田沖断層（沿岸付近）
・古浦沖～大田沖断層間の音波探
査の結果，D2層（中新統）上面以上
に断層活動を示唆する変状は認め
られない。

古浦～十六島沿岸付近
・音波探査等の結果，重力コンターの傾斜部は，F-①断層及びF-②断層に伴う音
響基盤の落差（音響基盤の傾斜部）を反映したものと考えられる。また，これらの断
層は，D2層（中新統）に変位や変形が認められるが，後期更新世以降の断層活動は
認められない。

美保

女島付近（女島，女島西方）
３．女島地点の地層の急傾斜部に係る検討
・文献断層※１（文献断層①）の通過位置上における地層の急傾斜部は，古浦～女島～美保地点の区間では女島地点と美保地点に示されているが，その他地点では示されていない。なお，
坂浦地点では，文献断層の通過位置の北側に地層の急傾斜部が示されている。
・露頭状況の調査の結果，女島地点，美保地点の急傾斜を示す層理面沿いは固結・密着していることから，固結後の断層活動は認められない。
・ボーリング調査等の結果，海底地すべりに伴うスランプ構造が複数認められるが，スランプ相の分布と地層の傾斜との関係は認められず，地層の急傾斜の成因は海底地すべりによるも
のではなく，中期中新世頃から後期更新世頃までの南北圧縮応力場による褶曲運動の可能性が考えられる。

女島地点では，ボーリング調査範囲より更に深部に断層が存在する可能性は否定できないが，３．の調査の結果，後期更新世以降の断層活動を示す性状が認められないことから，地下
深部に想定される断層は将来活動する可能性のある断層等ではない。

【申請以降の追加調査を含む全ての調査結果】
・審査会合における指摘等を踏まえ，広範囲にわたり最新かつ多様な出来る限りの調査を計画し，さらに審査会合において国にも説明した上で，調査を実施している。
・調査の結果，「古浦西方の西側」より西側における，海域，陸海境界，陸域のいずれの調査地点においても，宍道断層の延長部に対応する断層は認められていない。
・しかし，陸海境界付近については，潜水調査や海底面調査等の地表データのみの「古浦西方の西側」と比較して，「女島」においては，地表データに加えて，群列ボーリング調査による地下
データも有していることから，調査結果の精度や信頼性がより高いと考えられる。

【西端の評価】
審査会合における原子力規制員会のコメントを踏まえ，発電所の安全性に万全を期す観点から，宍道断層の端部評価にあたっては，陸海境界の調査結果の不確かさを考慮し，「古浦西方
の西側」と比較して，精度や信頼性のより高い調査結果が得られている「女島」を安全側に西端として評価する。

古浦沖以西（古浦沖～女島（沿岸付近））
・音波探査の結果，沿岸付近において，D2層（中新統）上面以上に断層活動を
示唆する変状は認められない。
・海底面調査，潜水調査及び地表地質踏査の結果，海底面の溝地形及び地
形の高まりの成因は岩質の差を反映した組織地形であると考えられる。

坂浦
女島

参考３

拡大図

※１ 鹿野・中野(1986)による断層・伏在断層・推定断層

※２ 中田ほか(2008)による鹿島断層（推定活断層）


